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リポート
「中小企業のためのSDGsセミナー」

早急に迫られるSDGsへの対応
ビジョンから逆算してのプラン作成を

播州織工場の排水浄化の省エネ化を解説

ビジネスを通して目標達成に貢献
　2030年のSDGs達成に向け世界中の企業が経営の変
革を目指す中、中小企業にとってはその対応が遅れると
調達の取引から排除されるなど経営上のリスクが高まっ
ています。兵庫県は「ひょうご産業SDGs推進宣言事業」
を実施し、登録企業の宣言内容を公表することで取り組
みを支援しています。普及啓発にも取り組んでおり、9
月28日には神戸市内で「中小企業のためのSDGsセミ
ナー」を開催。会場とオンラインで210人が参加し、関
心の高さをうかがわせました。
　セミナーの第1部では、米国の投資・コンサルティング
会社ジェイオー・キャピタルの社長で、ひょうご国際ビジ
ネスサポートデスクも務めるジョッシュ大西社長が「始
める前に知っておきたい! SDGs」をテーマに講演しまし
た。冒頭、国連が2030年に人類がありたい姿として提唱
したSDGsの根底に流れる価値として、「人権を基準とし
た視点からの取り組み」「誰も置き去りにしない」「ジェン
ダー平等と女性の社会進出支援」の3つを挙げ、これを実
現するために17の目標が掲げられ、その下に169の具体
的なターゲットが設定されていることを紹介。「CSRが
純粋な社会貢献活動であるのに対し、SDGsはビジネスを
通して目標達成に貢献する活動」と違いを説明しました。
　今やSDGsは世界で当たり前の考え方として浸透し、
人権や環境に悪影響を与える商品やサービスについては

SNSで拡散され不買運動に発展する事例が増えている
こと、SDGsに取り組んでいるように見せかけるSDGs
ウォッシングに対する監視の目が厳しくなっていること
を解説。その上で中小企業のSDGsへのアプローチとし
て、「169のターゲットから当てはまるものを選択し、あ
りたい姿を掲げ、そこから逆算して数値目標を設定し、ア
クションプランを作成する」という手法を提案しました。

環境負荷低減などの事例を発表
　第2部では、ひょうご産業SDGs推進宣言事業の登録企
業2社が取り組み内容を発表。システム開発を手がける
㈱ユーシステムの佐伯里香社長は、労働集約型から技術
集約型企業へというビジョンから逆算して行った残業削
減の取り組みを紹介。互いの繁忙状況を把握するために
全員の仕事を見える化したことで情報が共有され、会議
の削減、助け合いにつながり、ほぼ定時で退社できるよ
うになったとのこと。「ワークライフバランスが改善し、
ジェンダー平等の実現にもつながった」と述べました。
　また、播州織を製造・販売する播州織工業協同組合は、
排水浄化に費やしていた大量のエネルギー使用量を削減
する取り組みを紹介。排水（80℃）と地下水（25℃）の
熱交換システムなど省エネ設備等の導入により、原油換
算で年間1,844㎘だったエネルギー消費量を2019年度
には1,345㎘にまで削減しました。「今後も継続的に取
り組んでいく」と中森隆弘副工場長は話しました。
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会場後方に2社のポスターを設置 ㈱ユーシステムの取り組みを紹介する佐伯里香社長

　会場では登録企業の井上ヒーター㈱と丸永㈱の2社に
よるポスターセッションも開催。前者は屋根全面にソー
ラーパネルを取り付けたことで電気使用量の9割を賄え
るようになったことを、後者は余った酒かすを飼料に再
利用する取り組みを紹介しました。

中小企業のためのSDGsセミナー
●日　時／9月28日㊌13時30分～16時30分
●会　場／神戸市産業振興センター
●参加者／会場40人、オンライン170人

ひょうご産業
SDGs推進宣言事業

中小企業等のSDGsへの取り組み内容を「宣言」
として登録・集約し、広く社会に公表することで
活動を支援します。

•�登録証が交付されます
•�当センターのホームページで企業概要や取り組み内容
が紹介されます
•�専用ロゴマークを使用できます
•�SDGsの推進に当たり、専門家派遣による経営支援を
受けられます（費用の1/2負担、最多8回まで）
•�兵庫県信用保証協会の保証料率の割引を受けられます

問ひょうご産業活性化センター成長支援課
Ｔ078-977-9117
制度の詳細についてはホームページをご覧ください

【登録対象】
県内に事業所を有し、原則として信用保証協会の保証
対象業種に属する中小企業や産地組合、中小企業を構
成員に含む業界団体

登録のメリット

自 費 出 版
見  積  り  無  料

まずは電話かメールでお問合せください

TEL.078-362-7140
jihishuppan-kpc@kobe-np.co.jp

あなたの本を

「オーダーメイド」

だけ https://kobe-selfpub.jp

こちらから
▼

株式会社 神戸新聞総合印刷
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ビジネス戦略における商標の活用方法を紹介。商標権の取
得を考えている経営者にもお薦めです。無料。
日12月1日㊍15時～16時
所神戸市産業振興センター（8階804会議室）
●講師＝松岡宏樹さん（INPIT兵庫県知財総合支援窓口）
定10人（先着）
申問兵庫県よろず支援拠点　
Ｔ078-977-9085
11月25日㊎までにホームページの申し込み
フォームから

首都圏の企業が兵庫県内に事業所を置くメリットなど、関
西の工場立地件数で20年連続1位を誇る兵庫の魅力を紹
介します。当センターと兵庫県との共催。無料。オンラインで
も参加可。
日11月22日㊋14時～16時30分
所コンラッド東京（東京都港区）
●プログラム
知事講演「企業が選ぶ兵庫の魅力（仮）」／齋藤元彦県知事
基調講演「国際水素サプライチェーン構築に向けた取組」
／西村元彦さん（川崎重工業㈱執行役員）
パネルディスカッション「企業が語る兵庫の立地環境」
•ファシリテーター＝忽那憲治さん（神戸大学大学院教授）

「兵庫県首都圏企業誘致セミナー〜企業
が選ぶ兵庫の魅力〜」参加者募集

兵庫県よろず支援拠点ミニセミナー
「ビジネスやるなら、商標だ!!」参加者募集

ひょうご産業活性化センター

日日時　所場所　対対象　定定員　￥料金
申申し込み先・方法　問問い合わせ先 
Ｔ電話番号　Ｆファクス番号　Ｅ Eメール
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•�参加企業＝プライム プラネット エナジー＆ソリューショ
ンズ㈱、P＆Gジャパン（同）、（一社）コード・フォー・ジャパ
ン、㈱日本総合研究所
交流会（会場参加者のみ）
定100人、オンライン500人（先着）
申問兵庫県首都圏企業誘致セミナー事務局
Ｔ078-360-0356
11月14日㊊までにホームページの申し込み
フォームから

職場の人間関係を育むコミュニケーション力や部下の育成
力など、リーダーに求められるスキルの向上を目指します。
日11月10日㊍・17日㊍13時～17時（全2回）
所尼崎商工会議所
●講師＝華多真美さん（㈱経営人事教育システム契約講
師）
定15人（先着）

￥2万1,000円（会員1万8,900円）
申問尼崎商工会議所
Ｔ06-6411-2254 Ｆ06-6413-1156
ホームページの申し込みフォームまたは所定の
申込書をファクスしてください。申込書はダウン
ロードできます

尼崎商工会議所
「リーダーシップ研修」

関係機関
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がんばる企業を応援

県立工業技術センターは、中小企業に開かれた県内唯一のモノづくり技術の公的支援機関です。研究開発や技術的課題
の解決などにご活用できます。

兵庫県立工業技術センター

「中小企業支援ネットひょうご」構成機関からのご案内

「中小企業支援ネットひょうご」とは
さまざまな経営課題を抱える中小企業の応援を
目的に、中小企業支援機関や連携団体でつくる
ネットワークです。各機関の強みを生かしながら、
総合的な支援を展開しています。

技術課題の解決をアシスト

主な支援業務

技術相談や利用方法等の問い合わせにワンストッ
プで応対します。相談内容に適任の研究員を紹介
するとともに、当センターで対応できない相談につ
いては他の試験分析機関等につなぎます。

当センターの試験
分析機器や設備を
中小企業の技術者
に開放しています。
繰り返し利用する
場合や、自ら計測パ
ラメータを調整して
分析・観察したい場
合は、割安な「時間
貸し」がお薦めです。

中小企業の技術的な課題に対し、当センターの研
究員が一緒になって機器を活用しながら解決に取
り組みます。試験や分析、開発のための試作・検証
など気軽にご相談ください。

総合相談窓口「ハローテクノ」

機器利用システム

中小企業との共同研究

対応可能な技術分野

兵庫県立工業技術センター
神戸市須磨区行平町3-1-12
T 078-731-4033（ハローテクノ）
Ｆ078-735-7845
H https://www.hyogo-kg.jp

集束イオンビーム加工装置によ
る加工例

対応分野 詳細

材
料
関
連

無機材料 誘電体、圧電体、酸化物半導体、錯体、薄膜作製
窯業材料 粘土瓦

金属材料 表面処理、摩擦摩耗測定、破面観察、金属組織観察、硬さ試
験、熱処理、組織制御、めっき、膜厚測定、塩水噴霧試験

高分子材料 ゴム成形加工（配合、混練、加硫、成形）、特性評価、工業用ゴ
ム製品、環境調和型複合材料、セルロースナノファイバ

有機材料 有機合成、材料分析、有機半導体、光応答性材料

包装材料 段ボール箱・貨物試験、特性評価（平滑度、通気度、こわさ）、ガ
スバリア、射出成型

分析・評価

X線分析、紫外可視分光分析、CL発光分析、発光分光分析、
異物分析、粒度分布測定、表面分析、集束イオンビームによる
微細加工、アルゴンイオン照射による断面研磨、交流インピー
ダンス測定

食
品
関
連

清酒醸造 新規酒類の製品開発
生体試料分析 タンパク質、RNA、DNAの定量分析など
微生物利用 微生物取扱技術

食品物性評価 食品素材の物性（テクスチャ）評価

分析・評価 高速液体クロマトグラフィー、ガスクロマトグラフィー、イオン
クロマトグラフィー

生
産
技
術
関
連

プロダクトデザイン 人間工学に基づく設計・製品の評価
製品設計支援 CAD/CAEによる構造・機構設計、トポロジー最適化設計
3Dプリンタ 樹脂3DP、砂型3DP、金属3DP※3、加硫ゴム3DP

鋳造 非鉄金属鋳造、流動・凝固シミュレーション
強度評価 荷重試験、引張試験、ひずみ測定

非破壊検査 X線透視試験、X線CTスキャン、残留応力測定
振動評価 振動特性分析、振動耐久試験

精密計測 3次元測定、表面粗さ・長さ測定、CAT（Computer Aided 
Testing）

EMC 電磁波ノイズの計測、電気的ノイズに対する耐性評価
MEMS MEMS（微小電気機械システム）の設計製作・評価

計測・制御 測光測色、画像計測、センシング応用、信号処理システム制
御、AI、IoT

繊
維
関
連
※1

織物企画 織物組織、織物規格、テキスタイルデザイン
織物製造 染色技術、サイジング技術、製織技術、仕上げ加工技術
繊維利用 繊維複合材料、産業資材織物、繊維リサイクル技術、電界紡糸
品質管理 異物・クレーム分析、織物・繊維評価技術（物性、風合）

皮
革
関
連
※2

皮革製造 準備工程、なめし工程、染色・加脂工程、仕上げ工程
皮革副産物応用 にかわ・ゼラチン・コラーゲン応用技術

革製品加工 縫製など二次加工
皮革材料評価 皮革材料試験・分析

※1…繊維工業技術支援センター（西脇市）で対応　※2…皮革工業技術支援センター（姫路市）
で対応　※3…金属新素材研究センター（姫路市）で対応
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中小企業支援ネットひょうごでは、さらなる成長が見込める企業を
「成長期待企業」に選定し、複合的な支援をしています。このコー
ナーでは選定企業が誇る自慢の商品やサービスを紹介します。

㈱ツネテクノスの

㈱ツネテクノス　神戸市長田区苅藻島町3-2-19
Ｔ078-798-5617　H https://tsune-technos.co.jp

⃝設立年：2004年　⃝代表取締役：恒藤慶一
⃝事業内容：配管工事、金属加工

2004年に創業者の父から引き継いだ恒藤社長

設計構想力と束ねる力で高い評価
レーザー溶接にも注力

配管工事

　同社は、大手重工業メーカーのガスタービンにおける配
管の溶接、冷凍機の配管や機器の組み立て、また現地での
据え付けを手がけます。恒藤慶一社長の設計構想力は取引
先からも一目置かれており、設備の能力や据え付け場所な
どを聞けば、複雑な配管もコンパクトかつ効率的に配置す
るイメージが浮かぶそうです。「理想的な最終形から逆算
し、今は何をすべきかを考える習性が役立っています」と
言います。
　もう一つの得意技が、束ねる力。据え付け工事では同業
の配管業者や、電気、保温、塗装など多様な事業者の協力が

必要ですが、それをワンストップで請け負い、事業者の手
配から工程管理までを担います。5年前、大手重工業メー
カーの事業部移設に伴う大型設備工事を成し遂げたことが
自信になり、現在は大型プラントの仕事も増やしています。
　「新たなチャレンジが大好き」という恒藤社長。昨年、高
速で溶接できるファイバーレーザー溶接機を導入し、業務
の幅がさらに広がりました。「今後は配管据え付け工事と溶
接加工の2本柱で事業をさらに成長させていきたい。近い
将来、ベトナムに支社をつくり、現在働いてくれている実習
生とベトナムで共に汗を流したい」と目標を語ります。

配管の組み立て作業の様子



https://www.hosyokyokai-hyogo.or.jp
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兵庫県信用保証協会では、事業承継の段階における資金調達をサポートするため、「事業承継特別保証制
度」を取り扱っていますが、このたび、本制度の要件について一部緩和されました。それに伴い、これまで対象
とならなかった方も対象となる場合があります。この機会にぜひ、ご利用をご検討ください。

事業承継特別保証制度等の要件が
緩和されました

事業承継特別保証制度の概要

対 象 者

❶または❷に該当し、かつ❸に該当する方
❶保証申込受付日から3年以内に事業承継を予定する事業承継計画を有する法人
❷令和2年1月1日～7年3月31日に事業承継を実施し、事業承継日から3年を経過していない法人
❸①～④の要件を全て満たす法人
　①資産超過であること
　②EBITDA有利子負債倍率が15倍以内であること（今回の改正箇所）
　③法人・個人の分離がなされていること
　④返済緩和している借入金がないこと

保証限度額 2億8,000万円（組合の場合は4億8,000万円） 保 証 期 間 10年以内（うち据置期間1年以内）

貸 付 利 率 金融機関所定 担 保 必要に応じて提供していただきます

連帯保証人 不要 保 証 料 率 ⃝�経営者保証コーディネーターの確認が
ない場合
責任共有保証料率：0.45%～1.90%

⃝�経営者保証コーディネーターの確認を
受けた場合

責任共有保証料率：0.20%～1.15%

資 金 使 途

事業資金（保証人を提供していない既往
借入金の返済資金を除く）。ただし、対象
者❷に該当する方は、事業承継前における
保証人を提供している既往借入金の返済
資金のみ

要件緩和内容 事業承継特別保証制度のメリット

〈緩和前〉
EBITDA有利子負債倍率※が10倍以内であること

↓
〈緩和後〉

EBITDA有利子負債倍率が15倍以内であること
※EBITDA有利子負債倍率
　＝（借入金・社債-現預金）÷（営業利益＋減価償却費）

EBITDA有利子負債倍率の10倍から15倍への要件緩和については「事業承継特別保証制度」の他、以下の保
証制度でも同様に要件が緩和されています。
⃝経営承継準備関連保証  ⃝経営承継借換関連保証  ⃝経営力向上関連保証  ⃝地域経済牽引事業関連保証

各保証制度の詳細につきましては、当協会経営支援部支援推進課（Ｔ 078-393-4024）にお問い合わせください。

・�経営者保証を含め、保証人不要
・�経営者保証コーディネーター※の確認を受けた

場合、保証料率を大幅に軽減
・�経営者保証がある既存借入金について借り換え

可能（本制度で経営者保証不要に）
※�兵庫県事業承継・引継ぎ支援センター等に常駐する専門
家で、事業承継に係る支援を行います
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県内中小企業の全産業・業種別の売上高（速報値）を公開中！ ひょうご企業業績

法改正で緩和されたスキャナ保存の主な手続き
①税務署への事前承認申請の廃止
②原本とスキャン画像の同一性チェックの廃止
③タイムスタンプの付与期間を最長2カ月とおおむね7営業日以内に統一

TKC近畿兵庫会加古川支部
広報委員 伊藤智子

電子取引データの保存の実務について
～保存方法を検討する②～

　2024年1月から電子取引データは電子データのまま保存することが完全義務化されます。前号
に引き続き、電子データによる保存が経理業務に与える影響について紹介します。

今はまさに紙から電子への転換期
　現状、紙文書のやりとりが多い企業は、電子取引データと紙の証

しょうひょう
憑書類の保存方法を見直す必要

があります。今後、さまざまなものがデジタル化されることを考えると、電子取引データの保存だ
けにとどまらず、経理業務そのものが大きく変わる可能性があることを考慮しましょう。
　例えば、取引先がペーパーレス化・デジタル化対応を積極的に進めている場合、従来の紙の請求
書等に代わり、電子請求書等の発行を求められることが考えられます。また、2023年10月からイ
ンボイス制度が始まると、自社が適格請求書発行事業者であれば、発行するインボイスを紙から電
子に変えるよう要望されるかもしれません。
 

電子データ化がもたらす経理業務の進化
　紙の証憑書類で受け渡ししている取引については、紙のままで保存するのもいいですが、スキャ
ンして電子データ化するのも一考です。電子帳簿保存法の改正により、スキャナ保存の手続きが大
幅に緩和されたことで、以前よりも導入しやすくなりました。
　電子データ化の推進がペーパーレス化・デジタル化に拍車をかけ、ひいては経理業務の効率化
につながります。例えば、営業担当者が取引先から受け取った領収書や請求書をスマートフォンで
適切に撮影し、その画像を経理へ提出すれば紙原本は廃棄できるようになりました（現在の消費
税法では紙の保存が必要です）。これにより出張先やテレワーク時における経費精算も簡便になり
ました。



兵庫県よろず支援拠点は、
国が設置した中小企業・小規模事業者のための無料経営相談所です。

県内各地でサテライト相談所や金融機関の支店での相談会も実施しております。
個別相談のほか、様々なテーマで「経営に役立つセミナー」を開催しております。

※新型コロナウイルスに関するご相談も実施しております。

支援制度やセミナー情報満載！
Facebook・LINE＠をチェック♪

受付時間：平日9時～17時

Tel．078-977-9085

よろずSNS公式アカウントのご案内 お気軽にご相談ください！

よろず兵庫

担当分野：
経営計画・資金計画

福田 一彦
ふくだ かずひこ

担当分野：
広報・SNS

津賀 弘光
つが ひろみつ

担当分野：
販路開拓

田中 秀和
たなか ひでかず

担当分野：
経営改善・人材育成

多田 やす子
ただ やすこ

担当分野：
現場改善・生産性向上

渡辺 明
わたなべ あきら

担当分野：
IT 活用・経営計画

肱岡 直美
ひじおか なおみ

チーフコーディネーター

井床 利之
いとこ としゆき

担当分野：
伴走支援（成長志向企業へ
の連携支援）

南山 豊
みなみやまゆたか

担当分野：
ブランディング・デザイン
開発

細谷 佳史
ほそたに よしふみ

担当分野：
創業・新分野進出

川本 久美子
かわもと くみこ



設備貸与制度のしくみ

　設備貸与制度は､県内に設備導入を検討している中小企業者を対象とする国が定めた公的制度で､当セン
ターが中小企業のみなさんに代わって､希望する設備を希望する機械等販売業者から購入し､長期かつ固定損料
(金利)で割賦販売(分割払い)･リースする制度です。

区 分 リ ー ス割 賦 販 売

設 備 導 入 ま で の 期 間

対 象 企 業

● 兵庫県内に設置するもので、本年度内に設置が完了するもの
　 国の定める基準に該当する従業員50人以下の小規模企業者等
　　　 製造業・その他業種　20人（特認50人）以下
　　　 卸売業・サービス業 5人（特認50人）以下
　　　 小　　　　　　　売　 5人（特認50人）以下

▶ 申込後に審査を行いますので、設備導入までに２か月程度必要です。
▶ ディーラーとの売買契約前に導入された設備は、この制度の対象外となります。

※　製造業・その他業種21人(卸売業･サービス業､小売　6人)～50人については、銀行(信用
金庫、信用組合、農協、漁協を除く)、日本政策金融公庫(旧国民生活金融公庫に係る資金を除
く)、商工組合中央金庫及び日本政策投資銀行からの借入金残高が4.2億円以下であること。

※　直近３事業年度の経常利益の平均額が3,500万円以下であること。
※　大企業からの出資等の割合が単独で３分の１を超えていないこと。

貸 与 額 100万円～1億円 (税込)

対 象 設 備 兵庫県内に設置する新品または中古の設備(条件あり)

割 賦 販 売
年　利

年利 /月額リース料率
0.70％～1.95％

リ ー ス
月額リース料率

0.966％～2.959％

返済期間･支払期間
設備の法定耐用年数以内(３年～10年)
商工会､商工会議所経由で申込みを行った場合は、
10年以内において２年を超えない範囲で延長可

保 証 人  ・  担 保 原則不要 ※法人の場合は代表者の個人保証が必要です。
※審査等により担保等が必要となる場合があります。

設備貸与制度

設備貸与(割賦販売･リース)のお問い合わせは
お 気 軽 に ご 相 談 く だ さ い 。

公益財団法人ひょうご産業活性化センター  設備投資支援室

機械・自動車販売業者 当センター

小規模企業者等②設備設置
①申込み

④返済

売買契約

設備貸与契約
（割賦・リース）

③設備代金の支払い

〒650-0044
神戸市中央区東川崎町1-8-4　神戸市産業振興センター７階
　　 taiyo@staff.hyogo-iic.ne.jp

（078）977-9086
（078）977-9102
緯

FAX

当　月

申　込
( 月末締切 )

翌　月 試運転完了後貸付審査から１ヶ月程度

１ 貸付審査会
( 翌月末ごろ )２ 売買契約締結

( ディーラー )３ 申込企業へ
設備設置４ 検　収

( 申込企業と契約締結 )５
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